
（実績）
治山事業

事業費 事業内容
水路工 水路工
暗渠工 R03 暗渠工

礼文町 法枠工 法枠工
(奮部地区) 柵工 柵工

伏工 R08 (91) 伏工
法切工 法切工

R06
枝幸町 床固工 床固工

(モオレタラップ川)
R06 (38)

土留工 土留工
水路工 R06 水路工

礼文町 暗渠工 暗渠工
(林地先) 伏工 伏工

法切工 R06 (21) 法切工
附帯工 附帯工
植栽工 植栽工

R06
礼文町 谷止工 谷止工

(上泊学校の沢川)
R06 (23)

R06
礼文町 谷止工 谷止工

(村山の沢)
R06 (39)

水路工 水路工
暗渠工 暗渠工
法枠工 R06 法枠工

礼文町 伏工 伏工
(石戸谷地先) 柵工 柵工

法切工 R06 (157) 法切工
土留工 土留工

谷止工 谷止工
土留工 土留工
水路工 水路工
暗渠工 R02 暗渠工

礼文町 法枠工 法枠工
(津軽地区) 柵工 柵工

伏工 R08 (58) 伏工
法切工 法切工
植栽工 植栽工
筋工 筋工

土留工 土留工
水路工 水路工
暗渠工 R04 暗渠工

礼文町 法枠工 法枠工
(礼文地域) 柵工 柵工

伏工 R11 (122) 伏工
法切工 法切工
谷止工 谷止工
土留工 土留工
法枠工 法枠工
伏工 R06 伏工

礼文町 暗渠工 暗渠工
(高山地区) 法切工 法切工

水路工 R08 (16) 水路工
植栽工 植栽工

床固工 床固工
土留工 R06 土留工

利尻富士町 護岸工 護岸工
(宗谷地区) 谷止工 谷止工

R07 (29)

R01
利尻町 柵工 柵工

(久連地区) 植栽工 植栽工
R06 (33)

R06 
猿払村 柵工 柵工

(知来別地区) 植栽工 植栽工
R06 (31)

570 110

～ 35 35

～ 160 160
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28

～ 344 50

45

～

～

9 緊急総合治山

令和5年11月の降雨により礼文島で多数の山腹崩
壊が発生し、山腹直下の人家及び町道まで土砂
が流出し被害を与えた。
　当該地区は海岸段丘斜面の新第三紀の礫質
土・未固結堆積物の砂礫層から形成されてい
る。また隣接斜面においても同様の崩壊が発生
する恐れがあるため、早期復旧、次期災害の防
止を図る必要がある。

8
山地災害重点
地域総合対策

　当計画地である礼文島（礼文町）は、平成26
年、平成28年、令和2年と近年山腹崩壊による災
害が続いている地域である。
　今後の豪雨などに備え、島内全域の斜面を航
空レーザー測量により詳細に調査し、山腹崩壊
に繋がる亀裂や段差地形等の判読を行い抽出さ
れた要対策箇所において事業を実施していくこ
とで、地域住民の安心･安全の確保を図る。
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～ 45

7 復旧治山

　令和２年８月の豪雨により山腹崩壊及び土砂
流出が発生した箇所である。直下には，人家及
び道道があり、今後の降雨等によりさらに拡大
崩壊や土砂の流出の発生が懸念されることから
保安林の指定目的である土砂崩壊防備機能の早
期復旧、次期災害の防止を図る。

6
林地荒廃防止
施設災害復旧

 令和5年11月6日～7日の豪雨により山腹崩壊が
発生し、当該山腹において施工していた治山施
設に被害を与え、崩壊土砂が直下の倉庫及び町
道まで押し寄せた箇所である。このことから、
被災した施設の復旧を行い土砂崩壊防備機能の
早期復旧､時期災害の防止を図る。

4
災害関連緊急

治山

　令和５年１１月の豪雨により渓岸浸食が発生
し、土砂や流木が発生してきた箇所である。直
下には人家及び道道があり、今後の降雨等によ
りさらに土砂の流出の発生が懸念される。この
ことから土砂流出防備機能の早期復旧、次期災
害の防止を図る。

　

事業
予定
期間

全体
事業費
（百万円）

計画
（実績）

1

27

86

整
理
番
号

事業名 実施箇所
全体

事業内容

復旧治山

　近年の大雨等により、令和3年11月に山腹直下
にある人家に落石が当たる被害が発生した箇所
である。今後の降雨等により崩壊や体積土砂の
移動が懸念されることから、保安林指定目的で
ある「土砂崩壊防備機能」の早期復旧を図る。

～ 380

事業実施目的

【令和６年度】

5
災害関連緊急

治山

　令和５年１１月の豪雨により渓岸浸食が発生
し、土砂や流木が発生してきた箇所である。直
下には人家及び道道があり、今後の降雨等によ
りさらに土砂の流出の発生が懸念される。この
ことから土砂流出防備機能の早期復旧、次期災
害の防止を図る。

3
災害関連緊急

治山

　令和5年11月の豪雨により山腹崩壊が発生し、
直下の道道に崩壊土砂が流出する被害を与え、
道道40号礼文島線が一時通行止めとなった。
　崩壊斜面が不安定な状態であり、今後の降雨
により再度崩壊・拡大崩壊するおそれがあるこ
とから、緊急に整備を行う必要がある。

2
緊急予防治山

事業

　渓流内には不安定土砂が堆積してしており、
降雨のたびに二次侵食が発生している。今後の
豪雨等により侵食の拡大、不安定土砂の流下に
よる下流への被害の恐れがあることから、床固
工により堆積した不安定土砂の移動防止を図
り、保安林指定目的である「土砂崩壊防備機
能」の早期復旧を図る。
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10
機能強化

・
老朽化対策

　当該計画地において、経年により治山施設の
老朽化によりクラックや欠損、腐食が進行して
おり、機能が低下している状況である。
そのため、クラックや欠損箇所の補修及び腐食
した施設の交換により機能回復を図る。

～ 106

11 防災林造成

当該計画地は年間を通して強風及びに塩害の影
響を受ける地域であることから無立木地となっ
ており、積雪のある時期にはなだれ発生の危険
性が高い。そのため、植栽工により森林の造成
を図り、柵工（なだれ予防柵）により森林機能
回復までのなだれの抑制を行うことで、地域住
民の安全・安心の確保する。

～ 202

～ 525 30

35
12 防災林造成

平成31年3月なだれが発生し、民家裏まで迫っ
た。当該計画地は平均斜面勾配35°を呈してお
り、1年を通じて強風の影響を受ける地域で、毎
年雪庇などができるためなだれ発生の危険性が
高い。　当該斜面については，保安林機能の早
期回復，なだれの発生を防止する林帯の造成を
目的とし，植栽工による森林への復旧を図る。
また，森林が健全に育成・形成する間のなだれ
の発生の予防に資する対策として，柵工（なだ
れ予防柵）を設置する。

～ 165
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